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研究成果の概要（和文）：死後画像所見について、定量評価並びに死因に特徴的な画像所見を明らかにするこ
と、特に薬毒物中毒等に対する死後画像による定量評価は期待されている。本研究では動物モデルで得られた評
価基準をもとにヒトにおける死後画像による薬毒物中毒の診断指標を探索した。
最終年度までの検討により、薬毒物により死亡に至った可能性を疑わせる指標を得ることは可能であるが、高精
度診断には限界があり、他の検査所見と併用することで診断可能と結論づけることができ、死後画像の役割を明
確化できた。死後CT画像のみでも肝臓の脂肪変性を客観的に評価可能であり、代謝異常についても高精度で診断
可能であることがあきらかとなった。

研究成果の概要（英文）：Postmortem CT or MRI can be used to provide a reasonable index of suspicion 
that a drug or toxic substance may have caused death, but there are limitations to its high 
accuracy. However, the use of postmortem CT or postmortem MRI can provide a highly accurate index of
 suspicion that death may have been caused by drugs or toxic substances, but this method is limited 
in its ability to provide a highly accurate diagnosis.
The final year's study revealed that postmortem images can be used to objectively evaluate fatty 
degeneration of the liver, and that they correlate well with histopathological examination results, 
and can determine metabolic abnormalities caused by drugs and toxic substances with a high degree of
 accuracy. Further research is needed.

研究分野：死後画像
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研究成果の学術的意義や社会的意義
死後画像による客観的評価では有所見のみが評価されるが、実務においては無所見であることが死因判定のきっ
かけになることが多く経験されている。今回研究テーマとした薬毒物中毒では死後画像(特に死後CT）で消化管
内の高吸収像が知られているが、等（低）吸収像であった場合も薬毒物中毒が除外できないため、MRIによる成
分評価による検討を進めた。蛋白成分評価を行うことは可能との結果を得たが、既存の薬毒物検査に匹敵する高
精度の成分分析結果を得るには至らなかった。
死後画像に課せられる役割として薬毒物分析は限定的との結論を得たが、薬毒物以外の死因に果す役割が大き
く、今後のさらなる検討が必要と考えられた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
死後画像による客観的評価では有所見のみが評価されるが、実務においては無所見であること
が死因判定のきっかけになることが多く経験されている。今回研究テーマとした薬毒物中毒で
は死後画像(特に死後 CT）で消化管内の高吸収像が知られているが、等（低）吸収像であった場
合も薬毒物中毒が除外できないため、CT による新たな指標ならびに MRI による成分評価によ
る検討が期待されている。 
 
２．研究の目的 
死後画像所見について、定量評価並びに死因に特徴的な画像所見について検討すること、特に薬

毒物中毒等に対する死後 CT・MRI画像撮像による定量評価は期待されている。本研究では動物

モデルで得られた評価基準をもとにヒトにおける死後 CT・MRI 画像検査の評価をもとに診断

に寄与する所見を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
初年度は、MRI による死後画像所見について検討を行い、死因究明に必要な画像シークエンス

を中心とした、中枢神経並びに心臓循環器系に対する実施を行い、異常所見の抽出を行った。期

間中、熱中症事例に対する死後MRI撮像により、死後 CTでは指摘困難な所見の同定に成功し、

解剖及び病理組織学的検査にて確定診断に至った事例を経験した。また従来まで報告されてい

なかった喘息による死亡事例に対する特異的死後所見について明らかにし、症例報告する機会

を得た。 

2年目は、薬物等により死亡に至った事例に対し死後経過に伴う CT・MRI画像変化を評価する

とともに薬毒物評価を実施した。エタノール中毒例では高頻度に脂肪肝を認め、誤嚥窒息を伴っ

ている事例では死後 CTにて気管内の含気低下を認めた。しかし、これらの所見は非特異的であ

り、中毒例を特定するには至らなかった。カフェイン・抗精神病薬中毒例では、死後 CTにて特

徴的な所見は認めなかった。死後MRI撮影では、死後経過のため有効な指標を得ることはでき

なかった。一方、髄液MRI検査にて髄液蛋白濃度の同定が可能であることが明らかになり、本

法を用いることで薬毒物中毒を示唆する客観的指標の一つとなりうる可能性が示唆された。 

3年目（最終年度）は、継続的に検討していたエタノール中毒事例で認められる脂肪肝について、

死後ＣＴを用いた脂肪変性の重症度評価についての客観的指標を見出し、事例の体温とＣＴ値

の関連性について新たな知見を発見することができ、２０２２年の国際学会で発表する予定で

ある。 
 
４．研究成果 
死後 MRI による蛋白成分評価を行うことは可能との結果を得たが、既存の薬毒物検査に匹敵す
る高精度の成分分析結果を得るには至らなかった。 
死後画像に課せられる役割として薬毒物分析は限定的との結論を得たが、薬毒物以外の死因に
果す役割が大きく、今後のさらなる検討が必要と考えられた。 
最終年度の検討により死後画像を用いることにより肝臓の脂肪変性を客観的に評価可能である
ことが明らかとなり、組織学的な検査結果と高い相関を見出す結果が得られ、薬毒物等による代
謝異常を高い精度で判定可能であると考えられた。 
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